
旧三つ目通り（晴海の中心軸）
「豊かな緑と広い青空から太陽がそそぐ晴海のセントラルアヴェニュー」に向けて

晴海をよくする会



P1旧三つ目通りの位置づけ

【１】中心軸の賑わいの充実

ハード
中 心 軸：「生活者や来街者が行き交う賑わいのあるエリア」

建物低層部に生活利便施設などを配置するとともに安全かつ円滑で快適な交通環境（自転車推奨ルート、広幅員の歩道等）を整備。

主要交差点：「賑わい拠点と交通の結節点」
オフィス、商業施設、医療施設、文化教育施設のほか、大街区化などによりまとまりのある広場（屋外・屋内）を整備。
あわせて、 の停留施設、シェア小型モビリティやコミュニティサイクルのポートを整備。

ソフト
・一丁目から五丁目の商業施設等が連携し、広場や屋内広場などにおいて地域活動の推進。

（例：町会活動、植栽活動※1、防災拠点訓練※2 、国際交流活動※3 等）

※1 歩道部分や広場等において、花とみどりで彩る地域活動を推進
※2 晴海地区の特性を踏まえた地域防災活動の推進
※3 国際交流活動：スポーツ選手を招いた講演会や体験会、外国人に日本文化を教える教室や講座、演奏会、都市型マルシェ など
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変更前 変更後

１ 土地利用計画の見直し

２ 生活利便性の向上やにぎわいの創出

３ 公園緑地の創出

◇土地利用
（2）賑わい軸の設定
まちの特色や個性を創出するため、地区の賑わいの中心となる軸を設定する。
軸には、自動車交通と明確に分離された連続した歩行者空間を整備し、周囲には業務・商業を中心として、各
エリアの特性に応じた施設を配置する。
ア . 地区中央に、一丁目から五丁目を東西に貫く「にぎわい軸」を設定し、賑わい軸に沿った建物の低層部には、
商業施設等を誘導することで、歩行者空間と一体になったにぎわい空間を形成する。
イ . 業務・商業の拠点から水際線へとつながる位置に、南北方向の「にぎわい軸」を設定し、軸の終点には解
放感のある、うるおいとにぎわいの空間を形成する。
◇交通基盤
既存交通網や周辺地域と連携した交通手段として、自転車の活用を促進する。

【1】中心軸の賑わいの充実  
＜ハード＞  
中心軸：「生活者や来街者が行き交う賑わいのあるエリア」 
建物低層部に生活利便施設などを配置するとともに安全かつ円滑で快適な交通環境

（自転車推奨ルート、広幅員の歩道等）を整備  
主要交差点：「賑わい拠点と交通の結節点」 
オフィス、商業施設、医療施設、文化教育施設のほか、大街区化などによりまとまりの
ある広場（屋外・屋内）を整備。あわせてＢＲＴの停留施設、シェア小型モビリティや
コミュニティサイクルポートを整備。
＜ソフト＞
一丁目から五丁目の商業施設等が連携し、広場や屋内広場などにおいて地域活動の推進。

（例：町会活動、植栽活動（花・みどりで彩る活動）、防災拠点訓練、国際交流活動（日
本文化伝承やマルシェ）等）

豊洲・晴海開発整備計画（平成 27 年度改定）

晴海地区将来ビジョン推進会議（平成 27 年度）



P2めざす通りのイメージ／晴海中心軸の現状把握
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■選手村 大会レガシーを活かしたまちづくりに向けた取組について

大会後のレガシーとなるまちづくりの実現に向けて、大会時の記憶を残し、晴海地区として親しみを持てる工夫など（例：モニュメントの設置など）について地元の皆様のご

意見をお伺いし、これを踏まえて道路景観案を取りまとめていきます。

＜平面図＞（案）  
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区画道路５－３号線

・日常・非日常の賑わいを生む道路

・水辺への期待感を高める魅力的で、風格のある並木の形成

・歩道は、快適な歩行を促すボーダー柄で、民地と道路を一体的にデザイン

地
オ

ウ
 

地
オ

ウ
 

地
オ

ウ
 

視点場の形成

・水辺を感じられる開かれ

た空間を整備する

ＣＣ

Ｄ
Ｄ

地オ

地
オ

ウ
 

区画道路５－４号線

・公園の園路と連携して、水辺へのアクセスルートの一部となる

・歩道は、快適な歩行を促すボーダー柄で、民地と道路を一体的にデザイン

※ 断面、 断面、Ｃ断面、Ｄ断面、 断面は次頁以降のとおり。

 

マルチモビリティステーション予定地

水素ステ

ーション

予定地

大会レガシーを象徴する

市松模様の大円形広場と一体的な歩行空間

※れいめい橋公園通り及び朝潮運河護岸につ

いては、別途協議・調整中（東京都港湾局）

補助 314 号線将来イメージ 3 丁目現状写真 1 丁目現状写真
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■ 今後の検討スケジュール 
 
 
（平成２９年度）  

１１月中旬以降 晴海地区まちづくり協議会等 地元説明 

 ・選手村 大会レガシーを活か

したまちづくりにかかる意見聴取 
 

（ 意見の取りまとめ等 ） 

 

（平成３０年度） 

 

大会後のレガシーとなるまちづくりの実現に向け

た道路景観案の策定 
  

（平成３２年度） 東京 オリンピック・パラリンピック競技大会 
  

（平成３４年度） 板状棟・商業棟の竣工 
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＋

○地域をつなぎ、みんなに愛されるシンボルロードの整備　~ 地域に親しまれ・愛されるネーミング検討も必要 ~

豊かな緑と広い青空から太陽がそそぐ
晴海のセントラルアヴェニュー

・豊かで連続した緑

・快適な歩行空間

・独立した自転車専用道の確保

・BRT ステーション整備

・沿道の民地との一体的な整備

・地域に定着する愛称の設定

・地域による清掃活動

・地域による花壇の整備、管理

・滞留空間としての利用（パークレット等）

・商業施設とのタイアップイベントとしての活用

街のブランドとなる通りづくり

ハード面 ソフト面

地域の誇り、愛着となる仕掛け

区画道路 5-3 号道路
歩道 12.25m+ 歩道状空地 4.0 ｍ＝合計 16.25 ｍ

0 100 200 500m

歩道約 6m 歩道約 6m ＋歩道状空地約 4m ＝合計約 10m
歩道 6m

建て替えが行われ壁面後退している歩道約 6m ＋歩道状空地約 4m ＝合計約 10m

開発時期により整備内容が異なるため、統一感（歩行空間の幅、舗装材料、照明など）に欠ける

補助 314 号線
歩道など約 17.5m ＋歩道状空地約 4m（一部 2m）
＝合計 21.5 ｍ（一部 19.5 ｍ）

N

1:5000

5 丁目 3-4 丁目 1-2 丁目



P3めざす通りのイメージ／現状の問題点と改善案の提案

自歩道
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車道（5 車線）
約 16m

植栽帯
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旧三つ目通り　約50m

○みんなが歩きたくなる歩道空間の創出

●現状の晴海中心軸

樹種・高さ・ボリュームが
不揃いで統一感がなく、彩
りもない
視線も遮っている

街路樹が高く、暗く、圧迫感
を感じさせる

歩行中に休憩できるベンチ等
が少なく、人通りが少ない

　バイク、自転車
　の路上駐車

　BRT ステーション
　の整備位置

街路灯にフラッグなど
設置できない

根上がりなどによる
舗装の凹凸

壁面線の
連続性がない

単調な舗装パターン

長くて渡りきれない
横断歩道

5 丁目からの空間の
連続性を持たせたい

平面図S=1:500 平面図S=1:500

断面図S=1:500 断面図S=1:500

●地元の声　(H28年 晴海ワークショップより)
　・「閑散としている」
　・「横断歩道が長くて渡りきれない」
　・「バリアフリー問題」
　・「地域の人が集まれる場所が欲しい」など　
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●晴海中心軸の整備イメージ

自転車
道

自転車
道

３丁目

壁面線の連続性が無い

現況写真

路上駐車

1 丁目

不揃いで統一感が無い

３丁目

空間の作り方の擦り合わせが必要
5 丁目→３丁目

暗い印象

４丁目

閑散としている

2 丁目



P4

壁面後退線を揃える

車道幅員減少により横断歩道の長さを短く

樹木の根の健全な発育を促し、
根上がり防止に貢献する広い植栽帯

街区を越えて統一された、
リズミカルな舗装パターン

（経年優化する舗装材料：自然石、レンガの採用）

中央分離帯の高木植栽と、
四季を彩る低木植栽

レストスペース＋デジタルサイネージ

ピロティ空間

道ゆきの変化が楽しい歩行空間
( 広幅員部を利用したイベントも可能 )

コミュニティサイクルポート

街角広場

統一された街路灯

歩道照明
+バナーフラッグによる賑わい創出

中心軸の骨格を形成する街路樹
（適切な間隔での配植）

BRTステーション（広幅員の植栽帯内に設置）

自転車専用道

めざす通りのイメージ／空間イメージ

日本橋、銀座　花街道

ドコモバイクシェア

コミュニティサイクルポート

四季の緑

デジタルサイネージ広告＋バス停

神戸市広告パネル付きバスシェルター (B-Stop)

＋レストスペース

大阪　淀屋橋オドナ丸の内　GARB TOKYO

商業の街路への滲み出し建築ピロティ下の利用

歩行者天国

銀座

自転車専用道

新虎通り 丸の内　仲通り

ＢＲＴステーション

Brazil ClitivaCity

ペデストリアンデッキ

横浜　新港サークルウォーク

晴海ぐるっとランニングコース

皇居ラン

イルミネーション

大阪　御堂筋

地域行事

晴海　住吉神社例大祭

札幌大通り地区 大阪　グランフロント大阪

歩道状空地の商業利用

ソウル　オリンピック記念館

街角アート（選手の手型など）

選手の手型・足型

東京国際フォーラム

移動販売（野菜、ランチ、図書など）

各種イベント

虎の門ヒルズ

敷地内空地と一体利用

左 : 東京都 落合南公園　右 :QR ｺｰﾄﾞ付き樹名板ｲﾒｰｼﾞ

中央区

公共歩道内に設置し、利便性の向上と利用
を促す

公共交通の核となるBRT停にデジタルサイ
ネージ（地域情報も発信）やベンチなどを設
置し、コミュニティの核への転換を図る

自転車道との構造分離帯の緑地と、
街路樹に覆われた緑豊かな自転車道

広幅員の植栽帯内に設置

2列目植栽帯に住民参加の街角花壇などを
設置

商業に隣接した屋外空間半屋外空間を利用した開放的なカフェや
ショップの展開

歩行者の移動範囲を広げ、普段は気づくこと
のできない街の発見や視点に気づく場を提供
する

歩行者デッキ（晴海通りとの交差部）設置
による安全な歩行者ネットワークの構築

晴海を一周するコース、東京湾を眺める
ことのできるコースなど

植栽帯に設置した電源BOXを利用した
冬季イベント

車道の一部を利用した住吉神社例大祭、
大規模マルシェ、食市など

歩道状空地や歩道を一体的に利用した屋外
イベントなどの開催

歩道内の適所に設置するレストスポット
に、地域情報を発信するサインを併設して
地域コミュニティーの場へ

オリンピックレガシーを配し、
街の記憶を伝える

移動式の図書館や八百屋など

敷地内広場を利用した商業施設主催や地域
による個性豊かなイベント運営

QRコード付きの樹名板などを利用し、植
物を愛でる気持ちを育てる。マイルストー
ンのあるランニングコース など

花咲く街角制度を利用した花壇管理

レストスペース

カナダ　オリンピックプラザ

選手名

街角アート（出場選手名など）

●公共交通の核となる BRT ステーション整備による、歩行者・自転車ネットワークの再構築

●日常時におけるにぎわい創出

●イベント時におけるにぎわい創出

QRコード付き樹名盤・マイルストーン

住民参加のフラワーイベント

四季が感じられる 2 列目島状植栽帯
（一部に住民参加の街かど花壇など）

レストスポット（木陰の憩い空間）

島状植栽帯内に賑わいの仕掛けを設置
（イベント用電源電源 BOX,WiFi など）



P5めざす通りのイメージ／段階的整備
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島
状
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帯
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道

暫定
パークレット

利用など

暫定
パークレット

利用など

● BRT ステーション暫定整備
中央分離帯の縮小及び、5 車線
から 3 車線に伴い創り出した空
間を利用し、BRT 停と自転車道
を整備する。併せて残り車道部
分の有効利用を検討する。（暫定
パークレット利用など。）

●現状に BRT ステーションを設
置した場合、自転車歩行者道が
狭くなり、歩行者と自転車の通
行に支障がでる。

植
栽
帯

自
転
車
歩
行
者
道 建

築
民
地



P6

○みどり豊かな街路景観の創出　~ グリーンインフラの整備 ~

六本木　けやき坂　ケヤキ　10.5 ｍピッチ

めざす通りのイメージ／晴海中心軸の骨格を形成する緑の創出

BRT ステーション緑化イメージ

●街路樹
　背が高く、暗く、圧迫感を感じさせる
　樹勢が衰え、枯れ枝等も見受けられる
　夏と冬の景観の変化の差が顕著に見られる

●中央分離帯
　統一感がない
　樹種・高さ・ボリュームが不揃い
　彩りがない
　視線を遮っている
　片側 4,5 車線に加え幅の広い中央分離帯

●通りの印象
　閑散としている
　根上りによる舗装の凹凸

全長約 1.2 ｋｍに渡る晴海 1~4 丁目間は
約 15 分程度の歩行距離である。
しかし、散歩や外出時における積極的な
利用が少ない。

　中心軸に相応しい豊かな緑陰や美しい景観、レストスポットを創出する
　ことが、人々の外出や交流の契機となり、賑わいの創出につながる

グリーンインフラの整備

①樹種に応じた適切な間隔での植栽
→成長に伴う高さや葉張り、視線の抜けなどを考慮し 10m ピッチで配置。
　（既存ケヤキを継承する想定）

晴海の骨格を形成する
ケヤキ並木の整備

健全な植栽基盤を整え
根の育成と

良好な樹勢を保つ

四季を通じて
街路空間に彩りを与える

骨格

季節感

植栽基盤

晴海中心軸の緑の現状 晴海中心軸の骨格として　

現況写真

ケヤキ　10.5m ピッチ
六本木　けやき坂

豊かな街路景観の創出

①必要な土壌量の確保

　歩道幅員を確保できる街路は、街路樹の生育に必要な土壌量を確保できる断面構成が望ましい。

②地下空間の植栽基盤としての有効活用

　歩道幅員が確保できない街路は、歩道の路床部分を利用して植桝の拡張を図ることが望ましい。

③樹木の支持力強化

　支柱に全て頼ることなく、樹木自体に根をしっかり張らせ、良好な樹勢を維持して「危険木」を作らないことが望ましい。

街路樹が抱える問題点 街路樹が引き起こす弊害

バリアフリー新法（2006 年 12 月施行）以降、歩道が老人や障碍者

を含むあらゆる歩行者にとって通行しやすい空間となるための配慮

がなされてきた。

　・動線の円滑化
　・路面の段差解消
　・歩道の有効幅の確保など

樹木の傾き、波打ち事例

道路交通の安全性、環境配慮や景観向上のために植えられた街路樹。

その街路樹がバリアフリー化された道路の通行障害を引き起こす事例

が見受けられる。

①舗装の波打ち

狭小な植枡に収まりきらない樹木の根は、強く転圧された

路床に比べ空気や水の豊富な、舗装直下のクッション砂に

侵入する。

この根が伸長を続け肥大化すると、いずれ舗装を持ち上げ

て表面に凹凸ができる。

　→必要な土壌量の未確保

②歩道の有効幅員減少

地上・地下ともに構造物や埋設物が多く、スペース確保が

難しい道路空間で、高木の植枡を設置すると、十分な歩道

幅員の確保がなかなか困難なのが現状である。

　→地下空間の活用不足

③倒木

道路は災害発生時に避難経路として十分な機能を発揮しな

ければならないが、窮屈な植栽空間や不適切な管理・補修

工事で衰弱した街路樹は、このような災害時に倒伏し、二

次被害や交通障害を引き起こすおそれがある。

台風や潮風などの強風に耐えうる支持基盤の形成が非常に

大切である。

　→樹木の強度不足

①舗装の波打ち

②歩道の有効幅員減少

③自然災害時の倒木による障害

地下埋設物

車道

車道

！
②

①

舗装下に侵入している

歩行空間の減少

自然災害による倒木
( 朝日新聞デジタル　2012.9.30 より）

台風 17 号大阪市中央区

2016.05.19

|   晴海五丁目地区（選手村）第一種市街地再開発事業 |

1 晴海 SCG

植栽幅が不十分な為倒木した例
H24 年 台風 17 号による被害　大阪市 中央区

BRT ステーション 約 3m

④道行きに変化をつける島状植栽帯③グリーントンネル

約 3m

②植栽基盤の整備
→広幅員な道路空間を利用し、街路樹の植栽帯を約 3m 確保する。それにより樹木の根の生育
　領域が拡張し、樹木の樹勢向上・根上がり防止の軽減につながる。
　また、しっかりとした根を張ることで支持力強化が期待でき、倒木の危険性を回避できる。

③ BRT ステーションの配置
→幅約 3m の植栽帯は、歩行者や自転車の交通を妨げない位置に BRT ステーションの設置を
　可能とする。またステーションに緑の要素を加えることで、植栽帯の緑との連携を図る。
　（屋上緑化や壁面緑化、グリーントンネルなど）

④中央分離帯・島状植栽帯・歩道状空地のバリエーション豊かな植栽帯
→自転車道の構造分離を兼ねる 2 列目植栽帯は、街路空間に変化とレストスペースを生み出す。
→低木・地被は四季を通して楽しむことのできる花木を中心とする。

②

③

④

①

グリーントンネルBRT
ステーション

屋上緑化



P7めざす通りのイメージ／イメージパース・1

○現状と整備後イメージ比較・1
現況イメージ

N

現況イメージ

整備完了時イメージ

建築の壁面後退

BRT ステーション

コミュニティサイクルポート

レストスポット

ピロティ空間

▲官民境界線
官民境界線▲



P8めざす通りのイメージ／イメージパース・1

○現状と整備後イメージ比較・1

整備完了時イメージ



P9めざす通りのイメージ／イメージパース・2

○現状と整備後イメージ比較・2
現況イメージ

整備完了時イメージ

N

ピロティ空間連続した歩行空間
( 官民一体整備 )

BRT ステーション
バナーフラッグ付

歩道照明

デジタルサイネージ

レストスポット 壁面緑化

島状植栽帯

レストスポット

自転車道

官民境界線▲



P10めざす通りのイメージ／イメージパース・2

○現状と整備後イメージ比較・2

整備完了時イメージ


